
第７６回  三重県高等学校総合体育大会定通部  バドミントン競技 

実 施 要 項 （案） 

三重県高体連バドミントン専門部定通部 

１．主 催    三重県高等学校体育連盟 

２．共 催    三重県教育委員会 

３．期   日      令和 ８年 5 月 30 日（土） 

    受  付 ９：００～         

             公式練習 初戦のみ３分間練習を行う。 

             監督会議 ９：１５～ （棄権等の確認、開会式までに 1 回戦の団体オーダー提出） 

              開 会 式  ９：３０～ 

４．会   場        北星高等学校 体育館 

５．試 合 方 法      単・複・団体戦ともトーナメント形式 チャレンジ制を採用する。 

 ① 試合形式      全試合２１ポイント１ゲームマッチ、１１点チェンジエンド、セティングあり。 

② 団体戦       １複２単で行い、選手は兼ねることができません。 

             各チームの初回戦のみ勝敗がついても第２単まで行う。 

  ③  試合の順序     団体戦、個人戦複、単の順番で行う。 

  ④ 審判・得点    団体戦・個人戦とも最初の試合の主審・得点係は本部より指示。 

            以降は、試合を終えた選手が相互に主審・得点係を担当。 

            また、線審（２名）は相互審判とします。 

⑤ 服  装       上衣・下衣・シューズとも日本バドミントン協会検定合格品が望ましいが 

学校指定の体操着など、大会参加にふさわしい服装でも差し支えない。 

学校名・フルネームを記した背面ゼッケン（縦１５ｃｍ・横３０ｃｍ以内）を着用。  

６．使用シャトル   日本バドミントン協会１種検定合格級 ３番 

           シャトル本数表の通り、大会当日、受付で提出。 

７．競技規則         (公財)日本バドミントン協会競技規則に準ずる。 

８．申し込み      別添書式に 校内ランキング順に記入。 

締切日 令和 ８年 5 月 21 日（木）必着 

申込先 みえ夢学園高等学校   寺田 房純 

Mail：terada.fu@mxs.mie-c.ed.jp （Excel 添付送信） 

９．組み合わせ     定通高校バドミントン部役員会・顧問会議(5/16:伊勢まなび高校)で決定する。 

10．表   彰     団体戦、個人戦とも１～３位まで、表彰状を授与する。 

11．そ の 他     この大会の結果により、全国大会および東海大会への派遣選手を選考する。 



全国・東海大会の代表決定方式 

 

●全国大会 

 個人戦シングルス代表 

   県総体優勝選手を第１代表、準優勝選手を第２代表とする。（従来通り） 

団体戦代表メンバー（６名）の選出方法 

  県総体シングルスの結果のみによって、下記の手順で選考する。 

※ 全国大会の団体戦は１複２単とシングルス重視の形式である。 

ペア不在で県総体ダブルスに参加できない生徒にも公平に選考チャンスを与えられる。 

 手順  ① シングルスにおいて、ベスト４の４人を代表と決定する。 

       ② ベスト８に入った選手で①で選出されなかった４名で 

下記の決定戦（２１点１ゲームセッティング有り）を行い 

勝者２名を代表とする。 

１位に負けた選手 － ３・４位に負けた選手 

２位に負けた選手 － ３・４位に負けた選手 

                  （３・４位に負けた選手の配置は抽選による） 

 

●東海大会 

 団体戦代表 

県総体団体戦優勝チームを代表とする。（従来通り） 

 個人戦（ダブルス・シングルス）代表 

   団体戦代表に選出されたメンバー以外で、県大会（シングルス・ダブルス）の結果により 

顧問会議にて選出する。（従来通り） 

 

●県大会のチャレンジ戦（２位決定戦）について 

 ３位決定戦の勝者と決勝敗者との直接対決がなかった場合、３位決定戦の勝者の申し出によってチャレンジ

（２決）を実施する。申し出が無かった場合は、決勝の敗者が２位、３位決定戦の勝者が３位に確定する。 

 団体戦とダブルスのチャレンジ戦は、シングルスの全てのゲーム（全国大会決定戦も含む）が終了した後に

行う。 


